
 

 

大会プログラム（2017 年度前半期） 

 

第 4 回関東支部大会 プログラム 

 

大会テーマ：地球時代の感性とことばのクロス

ロード：文理・高大・産学のボーダーを越えて 

開催日：2017 年 6 月 17 日（土）  

開催場所：中央大学（後楽園キャンパス）  

プログラム： 

9:45-9:55 関東支部総会 

10:00-10:15 開会式 

司会：加藤 俊一（実行委員長、中央大学）  

会場校挨拶:武石 智香子(大会委員長、中央大

学)  

会長挨拶:小野 博 (本学会会長)  

10:15-11:45 ＜シンポジウムⅠ＞  

「グローバル人材に求められる発信力の養成と

言語教育：母語と外国語教育の接点」 

モデレーター：勝又 美智雄（本学会理事、国

際教養大学名誉教授） 

シンポジスト：小野 博 (本学会会長)、たなか 

よしこ (日本工業大学)、奥山 則和 (桐蔭学

園)、 Timothy Hornyak (科学技術ジャーナリ

スト) 

11:45-12:00 賛助企業プレゼンテーション①  

13:00-14:30 ＜シンポジウムⅡ＞  

「企業が求めるグローバル人材の感性とスキ

ル：文理のボーダーを超えて」 

モデレーター：大六野 耕作(本学会副会長、

明治大学)  

シンポジスト：檀 一平太(中央大学理工学部) 

松井 理人(日立製作所人事教育総務センタ

ー） 

福島 康雄(日立製作所技術顧問)  

陰山 雄平 (ソニー人事統括部）  

14:45-16:15 ＜教育連携企画＞ 

 

  （途中、賛助企業プレゼンテーション②） 

「グローバリズム・ローカリズムの視点から見

る日本・次世代が考える居心地の良い Greater 

Tokyo」 

<参加校> 中央大学杉並高等学校 中央大学附属

高等学校 中央大学附属横浜高等学校 桐蔭学

園高等学校男子部 明治大学付属明治高等学校 

慶應義塾大学 中央大学 明治大学（五十音

順）  

＜審査員＞（敬称略）：Ananda Kumara（名城大

学）勝又美智雄（国際教養大学） Lars 

Nicolaysen（ドイツ通信社日本支局） Stephen 

Hesse（中央大学）Yih Yeh Pan（産業能率大

学） 

16:30-18:00 ＜一般発表・口頭発表＞ 

「国際バカロレアの外国語科目の評価手法、試

験内容から捉える能力感」赤塚 祐哉（早稲

田大学本庄高等学院） 

「2016 年 4 月【熊本地震】【エクアドル地

震】・10 月【鳥取中部地震】に見る「英語を

通じての世界への情報受発信」の実践」山西 

敏博（公立鳥取環境大学） 

「かかれ、英語大好き魔法 ピカイチ☆イング

リッシュ」川村 光一（栄東中学高等学校） 

「生徒の身近の場でできるグローバル教育：桐

蔭学園高等学校の実践例」グラジアニ ジェ

イムズ（桐蔭学園） 

「外部検定試験活用の展望と教育の質保証：明

治大学の場合」大六野 耕作、尾関 直子（明

治大学） 

「e-learning でのライバル関係を利用した学習

支援手法」 加藤 俊一、島崎 友祐、浦田 仁

志、加藤  皓也、奥住 広大（中央大学） 
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通じての世界への情報受発信」の実践」山西 

敏博（公立鳥取環境大学） 

「かかれ、英語大好き魔法 ピカイチ☆イング

リッシュ」川村 光一（栄東中学高等学校） 

「生徒の身近の場でできるグローバル教育：桐
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治大学の場合」大六野 耕作、尾関 直子（明
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「e-learning でのライバル関係を利用した学習

支援手法」 加藤 俊一、島崎 友祐、浦田 仁

志、加藤  皓也、奥住 広大（中央大学） 

 

「Small But Constant Steps to Success：英

検２級全員合格を目指して」村松 教子（明

治大学付属明治高等学校） 

「理工系分野での教育研究のグローバル化の試

み」加藤 俊一、樫山 和男（中央大学） 

「CLIL 型授業と反転授業の統合型授業実践」細 

喜朗（千葉県立松戸国際高等学校） 

「グローバルマインドとは何か？：グローバル

人材育成をめぐる大学、企業、学生のジレン

マ」鈴木 武生（跡見学園女子大学） 

16:35-17:30 ＜関東支部大会特別公開企画＞ 

「地球スタンダードを目指す理系人材のための

英語プレゼンテーショーン・ワークショップ」  

講師 斎藤 裕紀恵（早稲田大学） 

18:30-20:30  情報交換会  

 

 

第４回九州支部大会 プログラム 

 

大会テーマ：大学教育とグローバル人材の育成 

開催日：2017 年 8 月 17 日（木）  

開催場所：西九州大学 佐賀キャンパス  

プログラム： 

12:45－12:50 開会式 

会場校挨拶 井本 浩之（西九州大学副学長）  

12:50－13:35 基調講演「長崎大学におけるグ

ローバル人材の育成：授業カリキュラムと英

語教育の側面から」 古村 由美子（長崎大

学）  

13:40－15:20 ＜シンポジウム＞ 

「海外派遣方式と学生の学力や資質等の向上に

ついて」  

コーディネータ―：小野 博（本学会会長）  

「海外派遣方式と学生の学力や資質等の向上

について」樋口 紀子（梅光学院大学） 

「サマースクール等への参加」 大六野 耕作

（明治大学） 

「経済学部における 3種の海外派遣：その成

果の比較」古村 由美子（長崎大学） 

「同世代の学生とのワークショップ」 穴田 

有一（北海道情報大学） 

15:20－15:30 展示企業紹介・休憩  

15:30－16:20 ＜一般発表・口頭発表＞  

「「教育連携部会」における高大連携企画の

実践報告」内田 富男（明星大学） 

「昼休みに日本人同士で英会話に取り組む空

間のある意味：～工学部国際教育センターに

集まる学生に出現した姿～」川崎 典子（宮崎

大学）  

16:25－17:25 ＜学生発表＞ 

「社内英語化に取り組む地方企業の課題」髙

松 侑矢（西南学院大学大学院） 

「専門と英語」島ノ江 未佳（西九州大学） 

「韓国留学経験を経て言語以外に得たもの

（日韓の違い）」原 望月（梅光学院大学） 

「私が留学経験から得たこと」武原 龍晟（梅

光学院大学） 

17:25－17:40 支部総会・閉会式  

18:30－20:30 情報交換会  

 

【前日プログラム】 8 月 16 日～17 日 

短期集中型英語教育見学及び異文化対応力育

成研究会参加  

16 日（水） 

8：50～12：00  

役者によるコミュニケーション能力育成ワー

クショップ 1日目 

13：00～14：30  

弾丸インプットの授業： 「英語が嫌いで苦

手」の学生を「英語は面白い、もっと勉強し

たい」学生に成長・変身させる英語教育 

14：40～17：30 異文化対応力育成研究会  

17 日（木） 

8：50～12：00  

役者によるコミュニケーション能力育成ワー

クショップ 2日目  
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第 回全国大会 プログラム

大会テーマ：フロンティア精神とグローバル人

材～世界をフィールドとしてミッションを遂行

するために～

開催日 ： 年 月 日（土） 日（日）

開催場所：北海道情報大学

プログラム：

月 日（土） 第 日目

– 開会式

開会挨拶：竹内 典彦（大会実行委員長、本学会

副会長）

会長挨拶：小野 博（本学会会長）

– ＜シンポジウム ＞

「海外とのミッション遂行に求められるもの」

モデレーター：中山 健一郎（札幌大学）

シンポジスト：小林 浩治（北海道大学新渡戸

カレッジ フェロー、元トヨタトルコ 社長）

野部 英一（元札幌大学 非常勤講師、元ホン

ダ アメリカ チーフエンジニア）

白木 三秀（早稲田大学大学院 教授、国際ビ

ジネス研究学会 会長）

– ＜シンポジウム ＞

「観光立国日本をグローバル人材育成の観点

からどう支えるか：北海道の観光を例とし

て」

モデレーター：竹内 典彦（北海道情報大学）

シンポジスト：張 相律 （株式会社 プレミア

ム北海道 代表取締役）、 鄭 眞旭（株式会社

四季の旅 代表取締役）、 川名 典人（札幌国

際大学）、 佐野 愛子（北海道文教大学）

– 出展企業によるプレゼンテーシ

ョン

– 情報交換会

月 日（日）第 日目

– 総会

– ＜一般発表・口頭発表＞

「希望理論からみたグローバル人材育成者の育

成思想再考 」鈴木 繁夫（名古屋大学）

「フィリピン語学留学の利点と限界」斉藤 智

（株式会社桐原書店）

「世界と日本の食から地域の食を考える～高校

国際科「時事英語」でご当地グルメを世界に

するプロジェクト」山崎 秀樹（北海道千歳高

等学校）

「国際バカロレア（ ）型の英語教育で批判的

思考（ ）は育つのか。」赤塚 祐哉（早稲田

大学 本庄高等学院）

「グローバル人材育成に係る大学教育プログラ

ム開発の動向と課題」高城 宏行（神戸大学）

「数物系科学教育のためのグローバルコンテン

ツ開発」田中 忠芳（金沢工業大学）

「オンライン英会話（国内）とマンツーマン＆

グループレッスン（海外）のハイブリッド型英

語発話力向上プログラム」横川 綾子（明治大

学）

「 に繋がる短期研修の実践及び

研修期間の前・中・後の の活用事例の考

察」池田 佳子・エルヴィタ ウィアシー（旧ハ

フ）（関西大学）

「大学における国際化推進に関する研究 －

国際化成功認識の構造―」大膳 司（広島大

学）

「グローバル人材に向けた世界規模で活躍する

若手研究者の事例分析と展望」三宅 雅人（奈

良先端科学技術大学院大学）

「語学力の壁を越える「場」の構築‐中級者を

上級レベルに導く英語コミュニケーション力向

上プログラム策定の試み‐」村山 眞理・岩田

陽子（東京農工大学）

「海外拠点を活用したグローバル人材育成の可

能性― 理工系大学院大学に見る国際展開の動

向」橋田 力（奈良先端科学技術大学院大学）

– ＜一般発表・ポスター＞

「健康医療福祉系大学におけるグローバル人

材育成教育の課題」久保 雅義（新潟医療福祉

大学）
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– ＜一般発表・ポスター＞

「健康医療福祉系大学におけるグローバル人

材育成教育の課題」久保 雅義（新潟医療福祉

大学）

 

「二国間双方向の海外研修を通じた異文化交

流プログラムの実践」小野 真嗣（室蘭工業大

学）、大橋 裕子 ）

「コミュニケーションテストＯＰＩｃオンサ

イト実施の振り返りから、次へのつながりを

展望する」八木 智裕（一般社団法人

）

「海外での体験学習プログラムにおける協働

的活動を通じた学びについて－関西学院大学

「海外フィールドワーク」の事例－」安居 信

之 国際開発センター

– ＜ 教育実践セミナー＞

「グローバル人材育成のためのアクティブ・

ラーニング～高大連携による探求型学習のス

スメ～」

登壇者：奥山 則和（桐蔭学園）、内田 富男

（明星大学）

– ＜シンポジウム ＞

「学部カリキュラムで臨むグローバル人材育成

“

”」

司会・シンポジスト：アーナンダ・クマーラ

（名城大学）

シンポジスト：柳沢 秀郎、ロジャース・ジェ

イムス、ボイス・ニコラス（名城大学）

– ＜教育連携部会企画＞

「次期学習指導要領が中等教育と大学に与える

影響－国際バカロレア（ＩＢ）とイングラン

ドのカリキュラムとの関連性－」

モデレーター：勝又美智雄（国際教養大学名誉

教授）

登壇者：赤塚 祐哉（早稲田大学本庄高等学

院） 奥山 則和（桐蔭学園）、斉藤 智 株

式会社桐原書店代表取締役社長

– ＜北海道特別企画講演＞

「人材育成という国際貢献～小さな大学の挑

戦」 穴田 有一（北海道情報大学）

「

–

—」ミシェル・ラフェイ

（北海道大学）

– ＜大会会場校特別企画＞

「

」ソーラ・サイモン

（北海道情報大学）

– ＜学会長講演＞

「私のグローバル人生」 小野 博

– 閉会式

【前日プログラム】

月 日（金）プレカンファレンス研修（余市、

小樽、札幌）

・ニッカウヰスキー余市蒸溜所見学

・小樽ビール銭函醸造所見学

・北海道かに将軍札幌本店夕食

63グローバル人材育成教育研究　第5巻第1号　(2017)

63


